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■ 本マニュアルに使われている表示の意味 ■

この表示の注意事項を守らないと、使用者が死亡または
重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示の注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、
物的障害の発生が考えられる内容を示しています。

警告！

注意！
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本製品を正しく使用していただくために、必ずお読みいただき内容を理解していた

だいたうえで、ご使用ください。また、本書の最後の保証・免責についてもお読みくだ

さい。 

警告！
 

･本製品の内部、コネクタに異物を入れたり、液体等をかけないでください。異物や液体等が入

った場合は、製品の電源を切ってください。ＡＣアダプタをコンセントから抜いてください。 
そのまま使用しますとショートして火災、感電をおこす恐れがあります。弊社サポートまでお問

合せください。 
 
･本製品は、多品種小ロットのハーネスを検査する事を目的につくられており、量産工場などで

の大量のハーネス検査をする場合は予め十分評価が必要です。もし、大量のハーネスを判定する

場合は、別途ご相談下さい。 
 
･本製品の分解や改造、修理を自分で行わないでください。火災、感電をおこす恐れがあります。 
 
･本製品から煙や変な臭い、音などがしたら、製品の電源を切ってください。ＡＣアダプタをコ

ンセントから抜いてください。そのまま使用しますとショートして火災、感電をおこす恐れがあ

ります。弊社サポートまでお問合せください。 
 

注意！
 

･製品の仕様上、コネクタ及び電線のみで構成されたハーネス以外には使用できません。 
部品が付いたハーネスを検査した場合、検査品または本製品に障害を及ぼす恐れがありますので、絶

対に検査しないでください。 
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１．はじめに 

このたびは、ハーネスチェッカー“ＨＣ-１２８Ｓ”をお買い求めいただきまことにありがとうございます。こ

のマニュアルは、製品の仕様や取り扱い方法について、説明しております。ご使用のまえに、このマニュ

アルをよくお読みいただき、正しくご利用ください。 

本誌はプログラムバージョン２．１０について説明されています。プログラムバージョンは本体の電源投

入時に液晶に表示されます。（マニュアルのレビジョンとは異なりますのでご注意下さい。） 

 

ご利用になる前に、以下の物があることをご確認ください。 

梱包内容 

内容 数量 

本体 ＨＣ－１２８Ｓ 1 

付属品一式 ＡＣアダプタ １ 

検査用アダプタケーブル 

（リボンケーブル ３４ピンコネクタ圧接済み）1台分 

マニュアル 本書 1 

 

２．特長 
ハーネスチェッカー“ＨＣ-１２８Ｓ”は、最大１２８ピンまでのワイヤーハーネスを３．３Ｖロジックレベルで

検査する装置です。 

１～１２８ピン全てに対して１ピンずつ出力し、１出力ごとに１～１２８ピン全ての状態を読み込み、検査

を行います。 

ハーネス情報（ハーネスの結線情報）は、マスターハーネス情報を吸い上げることによって自動的に

作成され、１本分のハーネス情報は本体の不揮発性メモリに記録されます。 

誤操作によるハーネス情報の書き換えを防ぐため、マスターハーネス情報吸い上げ機能をロックする

ことができます。 

検査がＮＧとなった場合、ＬＣＤにＮＧとなったピンの番号と接続状態（ショート／オープン）を表示さ

せることができますので、不良内容をすぐに把握できます。 

 

パソコンを接続して専用ソフトを使用すると、ハーネス情報をバックアップ、管理することができます。 

また、パソコンからハーネス情報をダウンロードすることもできます。 

※ 別途専用ソフトウェアマスターハーネス情報バックアップソフト（ＤａｔａＢａｃｋｕｐ）が必要です。 

※ ソフトウェアは弊社ホームページからダウンロードできます。 

 

最大１２８ポイントまでの導通状態が検査できますので、ハーネスの検査に限らず部品等が実装され

ていないＰＣＢなどの検査にも応用できます。 

 

製品の仕様上、コネクタ及び電線のみで構成されたハーネス以外には使用できません。 
注意！
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部品が付いたハーネスを検査した場合、製品またはチェッカー本体に障害を及ぼす恐れがありま

すので、絶対に検査しないでください。 

３．仕様 
３－１．概要 

  

項目 内容 

表示部１ 液晶表示器 １６桁×２行（バックライト無し） 

表示部２ ＬＥＤ 赤色×２（Ｐｏｗｅｒ、ＮＧ） 緑色×２（ＲＵＮ、ＧＯ） 

キー入力 ３キー（ＭＡＳＴＥＲ ＲＥＡＤ、ＳＴＥＰ、ＳＴＡＲＴ/ＳＴＯＰ） 

ブザー 他励振タイプ（鳴動回数で状態を通知。合格時はピッピッと２回、エラ

ー時はピーと１秒間鳴ります。） 

本体記憶容量 ハーネス・ケーブル１種類 

外部インターフェース ＲＳ－２３２Ｃインターフェース 

検査コネクタ ＭＩＬタイプ３４ピン×４（コネクタＢ、Ｄの３１～３４ピンはＮＣ） 

全ピン１０ＫΩでプルダウン 

 

３－２．本製品仕様 
項目 内容 

搭載ＣＰＵ ＨＤ６４Ｆ３６７２ クロック：１０ＭＨｚ 

電源電圧 4.7V～5.3V DC ジャックより供給 

外形寸法 ２０５×１０９×２２ｍｍ（Ｗ×Ｄ×Ｈ） 突起部を除く 

環境 動作温度０～４５℃ 保存温度－２０～６０℃ （但し結露なきこと） 

読込み速度 ピンへの出力後、１ｍＳＥＣ後に状態取込み 

消費電流 約３００ｍＡ（無負荷時） 

 

 

製品の仕様上、コネクタ及び電線のみで構成されたハーネス以外には使用できません。 
部品が付いたハーネスを検査した場合、製品またはチェッカー本体に障害を及ぼす恐れがありま

すので、絶対に検査しないでください。 

注意！
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３－３．スイッチ、コネクタ及びピンヘッダ関係 
ハーネスチェッカー“ＨＣ-１２８Ｓ”のスイッチ及び、コネクタピンの端子説明を行います。 

 

 

 

スイッチ（ＳＷ） 

（１）ＰＯＷＥＲ ＳＷ 

電源を投入します。 

（２）操作ＳＷ 

ＭＡＳＴＥＲ ＲＥＡＤ、ＳＴＥＰ、ＳＴＡＲＴ/ＳＴＯＰのＳＷ、各ＳＷの操作は、「５．取り扱い方法」を

参照してください。 

アース端子 

接地してください。(作業台及び、操作者の静電対策も行うことを推奨いたします。) 

接地を行わず使用する場合、ノイズや静電気の影響で本機が誤動作する事があります。 

コネクタ 

（１）ＤＣジャック 

付属のＡＣアダプタを接続し電源を供給します。 

（２）ＲＳ－２３２Ｃコネクタ 

パソコンと接続し情報をやり取りします。 

 

操作ＳＷ 

コネクタＡ～Ｄ 

ＤＣジャック

ＰＯＷＥＲ ＳＷ

ＲＳ-２３２Ｃコネクタ 

各コネクタの１番ピン側。 

コネクタＡ～Ｄの１番ピンは、

各コネクタの上列右側、２番ピ

ンは下列右側で順に３４ピン

まで続く。 

アース端子
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（３）コネクタＡ（ＭＩＬコネクタ３４ピン） （４）コネクタＢ（ＭＩＬコネクタ３４ピン） 

番号 検査ピン番号 番号 検査ピン番号 番号 検査ピン番号 番号 検査ピン番号

１  １ピン ２ ２ピン １ ３５ピン ２ ３６ピン 

３ ３ピン ４ ４ピン ３ ３７ピン ４ ３８ピン 

５ ５ピン ６ ６ピン ５ ３９ピン ６ ４０ピン 

７ ７ピン ８ ８ピン ７ ４１ピン ８ ４２ピン 

９ ９ピン １０ １０ピン ９ ４３ピン １０ ４４ピン 

１１ １１ピン １２ １２ピン １１ ４５ピン １２ ４６ピン 

１３ １３ピン １４ １４ピン １３ ４７ピン １４ ４８ピン 

１５ １５ピン １６ １６ピン １５ ４９ピン １６ ５０ピン 

１７ １７ピン １８ １８ピン １７ ５１ピン １８ ５２ピン 

１９ １９ピン ２０ ２０ピン １９ ５３ピン ２０ ５４ピン 

２１ ２１ピン ２２ ２２ピン ２１ ５５ピン ２２ ５６ピン 

２３ ２３ピン ２４ ２４ピン ２３ ５７ピン ２４ ５８ピン 

２５ ２５ピン ２６ ２６ピン ２５ ５９ピン ２６ ６０ピン 

２７ ２７ピン ２８ ２８ピン ２７ ６１ピン ２８ ６２ピン 

２９ ２９ピン ３０ ３０ピン ２９ ６３ピン ３０ ６４ピン 

３１ ３１ピン ３２ ３２ピン ３１ ＮＣ ３２ ＮＣ 

３３ ３３ピン ３４ ３４ピン ３３ ＮＣ ３４ ＮＣ 

 

（５）コネクタＣ（ＭＩＬコネクタ３４ピン） （６）コネクタＤ（ＭＩＬコネクタ３４ピン） 

番号 検査ピン番号 番号 検査ピン番号 番号 検査ピン番号 番号 検査ピン番号

１  ６５ピン ２ ６６ピン １ ９９ピン ２ １００ピン 

３ ６７ピン ４ ６８ピン ３ １０１ピン ４ １０２ピン 

５ ６９ピン ６ ７０ピン ５ １０３ピン ６ １０４ピン 

７ ７１ピン ８ ７２ピン ７ １０５ピン ８ １０６ピン 

９ ７３ピン １０ ７４ピン ９ １０７ピン １０ １０８ピン 

１１ ７５ピン １２ ７６ピン １１ １０９ピン １２ １１０ピン 

１３ ７７ピン １４ ７８ピン １３ １１１ピン １４ １１２ピン 

１５ ７９ピン １６ ８０ピン １５ １１３ピン １６ １１４ピン 

１７ ８１ピン １８ ８２ピン １７ １１５ピン １８ １１６ピン 

１９ ８３ピン ２０ ８４ピン １９ １１７ピン ２０ １１８ピン 

２１ ８５ピン ２２ ８６ピン ２１ １１９ピン ２２ １２０ピン 

２３ ８７ピン ２４ ８８ピン ２３ １２１ピン ２４ １２２ピン 

２５ ８９ピン ２６ ９０ピン ２５ １２３ピン ２６ １２４ピン 

２７ ９１ピン ２８ ９２ピン ２７ １２５ピン ２８ １２６ピン 

２９ ９３ピン ３０ ９４ピン ２９ １２７ピン ３０ １２８ピン 

３１ ９５ピン ３２ ９６ピン ３１ ＮＣ ３２ ＮＣ 

３３ ９７ピン ３４ ９８ピン ３３ ＮＣ ３４ ＮＣ 
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４．ハーネス検査用治具ケーブルの作成 
ハーネスを検査するために、被検査ハーネスをチェッカー本体と接続するための変換ケーブルを作り

ます。 

チェッカーに接続するコネクタ（ヒロセ電機 ＨＩＦ３ＢＡ－３４Ｄ－２．５４Ｒを推奨）と、被検査ハーネス

の相手側コネクタと同じ物を準備し、チェッカーの検査ピン番号（前ページ参照）の１ピンから被検査ハ

ーネスの１ピン、２ピンから２ピン、３ピンから３ピン・・・のように変換ケーブルを配線します。 

※ チェッカーのコネクタには一部未接続端子がありますのでご注意ください。 

詳しくは、「３．スイッチ、コネクタ及びピンヘッダ関係」を参照してください。 

 

変換ケーブルと同時に、チェッカーピン番号と被検査ハーネスピン番号の対応表を作ります。 

※ チェッカーＬＣＤ表示器に表示されるＮＧピン番号は、チェッカーのコネクタでの検査ピン番号で

す。ハーネスのどの部分が間違っているのかを簡単に知るためにはこの対応表が大切です。 

 

５．取り扱い方法 
５－１．電源の投入 

付属のＡＣアダプタを本体右側面のＤＣジャックに接続します。 

本体左側面の［ＰＯＷＥＲ］スイッチをＯＮにすると電源が投入され、ＰｏｗｅｒＬＥＤが点灯します。 

ＬＣＤには、チェッカー単体でマスターハーネスから吸い上げたハーネス情報が記憶されている場合

のハーネス名は、“Ｍａｓｔｅｒ Ｈａｒｎｅｓｓ”、パソコンからダウンロードしたハーネス情報の場合には登録し

たハーネス名称が表示されています。 

ご確認後、［ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ］スイッチを押して検査モードへ進んでください。 

 

ＬＣＤ表示 （電源投入後の表示 ２種類） 

ハーネス情報ロック解除時 

ＨａｒｎｅｓｓＮａｍｅ     

 Ｍａｓｔｅｒ Ｈａｒｎｅｓｓ 

 

ハーネス情報ロック時 

ＨａｒｎｅｓｓＮａｍｅ：Ｌｏｃｋ

 Ｍａｓｔｅｒ Ｈａｒｎｅｓｓ 

※ “Ｌｏｃｋ”表示時はハーネス情報ロック中です。 

 

検査モード画面 

Ｉｎｓｐｅｃｔｉｏｎ      

   Ｐｕｓｈ ＳＴＡＲＴ   
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５－２．マスターハーネス情報の吸い上げ 
マスターハーネスとは？  検査の基準となるハーネスです。 

被検査ハーネスの内の１本だけ正確な物を作り、それをマスターハーネスとして接続状態を吸い上げ、

ハーネス情報（ハーネスの結線情報）を作成します。このマスターハーネスのハーネス情報を元にチェッ

カーは他のハーネスの配線情報を読み込み比較して検査します。 

※ ハーネス情報ロック時はマスターハーネス情報の吸い上げができません。 

マスターハーネス情報を吸い上げるときは、必ずハーネス情報ロックを解除してから操作してくだ

さい。ハーネス情報ロックの解除方法は「６．特殊な使い方」を参照してください。 

 

検査モード画面の状態で、［ＭＡＳＴＥＲ ＲＥＡＤ］スイッチを１秒以上押し続けると、マスターハーネス

情報吸い上げモードになります。 

間違えた場合は、再度［ＭＡＳＴＥＲ ＲＥＡＤ］スイッチを押せば抜け出すことができます。 

 

ＬＣＤ表示 

マスターハーネス情報吸い上げモード画面 

Ｍａｓｔｅｒ Ｒｅａｄ     

   Ｐｕｓｈ ＳＴＡＲＴ   

 

検査用の変換ケーブルを使い、チェッカーとマスターハーネスを接続します。 

［ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ］スイッチを押すと、マスターハーネス情報の吸い上げを行います。 

 

ＬＣＤ表示 

本体ＥＥＰＲＯＭ内ハーネス情報削除中 

Ｍａｓｔｅｒ Ｒｅａｄ     

  ＥＥＰＲＯＭ Ｃｌｅａｒ  

 

ハーネス情報吸い上げ中 

Ｍａｓｔｅｒ Ｒｅａｄ     

  Ｈａｒｎｅｓｓ Ｒｅａｄ  

 

ハーネス情報確認中 

Ｍａｓｔｅｒ Ｒｅａｄ     

  Ｖｅｒｉｆｙｉｎｇ ．．．  
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マスターハーネス情報吸い上げ終了 

Ｍａｓｔｅｒ Ｒｅａｄ     

       ＯＫ       

 

※ マスターハーネス情報吸い上げ終了表示は、約１秒表示した後検査モード画面に戻ります。 

 

マスターハーネス情報吸い上げでベリファイエラーが発生し、正しく読み込めなかった場合は以下の

ような表示を行い、スイッチ入力を待ちます。 

 

ＬＣＤ表示 

ベリファイエラー 

Ｍａｓｔｅｒ Ｒｅａｄ     

ＮＧ  Ｐｌｅａｓｅ ＲｅＴｒｙ

 

この場合、マスターハーネスまたは変換ケーブルを確認して再度［ＳＴＡＲＴ］スイッチを押し、マスター

ハーネス情報の吸い上げを行ってください。 

 

 

吸い上げたマスターハーネスのハーネス情報をパソコンに転送する。 

操作方法は、「６．特殊な使い方」を参照してください。またパソコン用ソフトウェアのマニュアルをご覧

ください。 

 

マスターハーネスのハーネス情報を本体の誤操作による不用意な書き換えから保護する。 

マスターハーネス情報吸い上げモードを無効にすることができます。 

操作方法は、「６．特殊な使い方」を参照してください。 

 



 9

５－３．ハーネスの検査 
マスターハーネスから吸い上げたハーネス情報またはパソコンからダウンロードしたハーネス情報を

基に、被検査ハーネスの検査を行います。 

 

ＬＣＤ表示 

検査モード画面 

Ｉｎｓｐｅｃｔｉｏｎ      

   Ｐｕｓｈ ＳＴＡＲＴ   

 

（ダウンロードのハーネス情報のみ）現在の検査ハーネス名を確認したい場合は［ＭＡＳＴＥＲ ＲＥＡ

Ｄ］スイッチを押すと、ハーネス名が表示され、再度［ＭＡＳＴＥＲ ＲＥＡＤ］スイッチを押すと検査モード

に戻ります。 

※ このとき、１秒以上長押しするとマスターハーネス情報吸い上げモードに入ることがありますので

ご注意下さい。 

 

検査用の変換ケーブルを使い、チェッカーと被検査ハーネスを接続します。 

検査モード画面が表示された状態で［ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ］スイッチを押すとＲＵＮ ＬＥＤが点灯し 検

査が始まります。 

 

ＬＣＤ表示 

検査中表示画面 

Ｉｎｓｐｅｃｔｉｏｎ Ｓｔａｒｔ
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①ＮＧ番号 
②検査ピン番号 
③接続先ピン番号 
④接続状態 

検査が終了すると、ＬＥＤ、ＬＣＤに結果を表示し、ブザーを鳴らして通知します。 

 

ＬＣＤ表示 

検査結果表示画面① 良品判定 

Ｉｎｓｐｅｃｔｉｏｎ Ｅｎｄ  

 Ｒｅｓｕｌｔ：ＯＫ      

ＧＯ ＬＥＤが点灯し、ブザーが２回連続で鳴ります。 

 

検査結果表示画面② 不良品判定例（２箇所の不良を検出） 

Ｉｎｓｐｅｃｔｉｏｎ Ｅｎｄ  

 Ｒｅｓｕｌｔ：ＮＧ ［  ２］

ＮＧ ＬＥＤが点灯し、ブザーが約１秒間鳴ります。 

※ ＮＧ数は合計で１２８個までです。 

※ ＮＧ数が１２８個を超えた場合、検査を中止し、そこまでの結果を表示します。 

 

不良内容の確認方法は「５－４．不良内容表示」を参照してください。 

被検査ハーネスを交換し、同様に検査を行ってください。 

 

５－４．不良内容表示 
被検査ハーネスの検査で不良品判定となった場合、不良内容をＬＣＤに表示させることができます。 

検査結果表示画面②の不良品判定画面が表示されたとき［ＳＴＥＰ］スイッチを押すと、ＮＧになった

検査ピン番号、接続先ピン番号、接続状態を表示します。 

［ＳＴＥＰ］スイッチが押されるごとに、次のＮＧ状態を表示していきます。 

検査モードに戻るには、［ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ］スイッチを押してください。 

 

ＬＣＤ表示 

不良品判定内容表示画面（内容例．ＮＧ１：１ピンから２ピンの接続が配線されていない） 

Ｉｎｓｐｅｃｔｉｏｎ Ｅｎｄ  

ＮＧ  １：  １－  ２ Ｏｐ

 

 

 

 

 

接続状態は、［Ｏｐ］が未接続、［Ｓｈ］が接続を表します。 

つまり、ＮＧで［Ｏｐ］が出た場合は繋がっているべきところに配線されていないことを表し、［Ｓｈ］が出

た場合は繋がってはいけないところに配線されていることを表します。 
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５－５．検査ハーネスの結線情報表示 
電源投入直後または検査モードで［ＭＡＳＴＥＲ ＲＥＡＤ］スイッチを押し、ハーネス名を表示させた状

態で［ＳＴＥＰ］スイッチを押すと、本体ＥＥＰＲＯＭに記録されているハーネスの結線情報を表示すること

ができます。 

 

ＬＣＤ表示 

ＨａｒｎｅｓｓＮａｍｅ     

 Ｍａｓｔｅｒ Ｈａｒｎｅｓｓ 

↓ ［ＳＴＥＰ］を押す。 

Ｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ Ｉｎｆｏ．

    １：   １ －  ６５

 

［ＳＴＥＰ］スイッチが押されるごとに、次の接続状態を表示していきます。 

検査モードに戻るには、［ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ］スイッチを押してください。 

 

この機能を利用して、全く配線の判っていないハーネスの配線状態を調べることができます。 

※ この方法は、全てのハーネスに対して使えるとは限りません。 

読み取ったハーネスの接続状態について、必ず検証を行うようにしてください。 

 

製品の仕様上、コネクタ及び電線のみで構成されたハーネス以外には使用できません。 
部品が付いたハーネスを検査した場合、製品またはチェッカー本体に障害を及ぼす恐れがありま

すので、絶対に検査しないでください。 
 

調べたいハーネスをチェッカーに接続して“マスターハーネスの吸い上げ”を行います。 

吸い上げたマスターハーネスの結線情報を表示させ、書き取ります。 

書き取った内容を基に配線図、布線表などを作ります。 

 

 

注意！
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６．特殊な使い方 
６－１．ハーネス検査用治具ケーブルにＩＤを持たせる 

ハーネス検査用治具ケーブルのピン数がチェッカーのピン数より少ない場合、余ったピンを使ってＩＤ

番号を設定することも可能です。 

チェッカーはそのＩＤ番号を含めてハーネスとして検査しますので、ＩＤ番号が違った場合はＮＧとなり

ハーネス検査用治具ケーブルの治具自体が検査対象と異なる事を検出できます。 

 

６－２．マスターハーネス情報吸い上げ機能のロック 
チェッカーへの電源投入時、［ＭＡＳＴＥＲ ＲＥＡＤ］スイッチと［ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ］スイッチを同時に

１秒以上押し続けると、マスターハーネス情報吸い上げ機能のロック／ロック解除を設定することができ

ます。 

 

ＬＣＤ表示 

マスターハーネス情報吸い上げ機能のロック設定画面 

Ｍａｓｔｅｒ Ｌｏｃｋ： ＯＦＦ

ＯＮ／ＯＦＦ  ＣＡＮ  Ｓｅｔ

 

この表示の状態で、［ＭＡＳＴＥＲ ＲＥＡＤ］スイッチを押すと、ロックのＯＮ／ＯＦＦが選択できます。 

（１行目のＯＦＦという表示が、ＯＮ⇔ＯＦＦと変化を繰り返します。） 

［ＳＴＥＰ］スイッチを押すと、選択した内容を設定せずに抜け出すことができます。 

選択後に［ＳＴＡＲＴ／ＳＴＯＰ］スイッチを押すと、選択した状態が記憶され、ロック設定モードから抜

け出します。 

ロック設定モードで設定した内容は、直後からマスターハーネス情報吸い上げ機能に反映されます。 

この機能は電源投入時のみ有効です。 

再度設定が必要な場合は電源投入からやり直してください。 

 

また、パソコンの専用ソフトウェアを使って設定することもできます。 

パソコン用の専用ソフトウェアの操作方法は、パソコン用ソフトウェアのマニュアルをご覧ください。 

 

 



 13

６－３．通信モード（パソコンとの接続） 
パソコンを接続してハーネス情報をバックアップ、管理することができます。 

また、パソコンからハーネス情報をダウンロードすることもできます。 

※ 別途専用ソフトウェアマスターハーネス情報バックアップソフト（ＤａｔａＢａｃｋｕｐ）が必要です。 

※ ソフトウェアは弊社ホームページからダウンロードできます。 

※ パソコンとの通信に２３２Ｃ（ストレート）ケーブルが必要です。パソコンに合ったケーブルをご用意

下さい。 

 
ハーネス名称表示画面、検査モード画面、不良品判定内容表示画面のどれかが表示されているとき

に、パソコンの専用ソフトウェアから通信が入った場合に、チェッカー本体は通信モードに入ります。 

※ このとき、キー操作は全く効かなくなりますが、故障ではありません。 

 

ＬＣＤ表示 

通信モード画面 

Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ   

                

 

通信モードでは、パソコンの専用ソフトウェアを使って操作します。 

専用ソフトウェアを使うと、以下のことができます。 

z ハーネス情報をパソコンに吸い上げる。 

z ハーネス情報をパソコンからダウンロードする。 

z マスターハーネス情報吸い上げ機能のロック及びロック解除。 

z 本体に繋がっているハーネスの結線状態吸い上げ及び表示。 

パソコン用の専用ソフトウェアの操作方法は、パソコン用ソフトウェアのマニュアルをご覧ください。 
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７．保証・免責 
製品ご購入から 3 ヶ月(使用条件による)､初期不良以外の保証は有償となります。 

製品販売終了から一定の期間を過ぎますと、部品メーカの販売終了に伴い修理できなくなる事がありま

す。 

 免責 

以下の事柄について弊社はいかなる責任も負いません。 

・本製品によるデータの破損、消滅の損失。 

・本製品によりもたらされるべき、効果及び利益の損失。 

・本製品によるその他いかなる損失、障害、事故、異常等。 

・本製品の改造等により発生した事柄。 

 

注意 

・人命にかかわるシステムには使用出来ません。 

・本製品は、工場などで大量のハーネスを判定する為の量産用のテスターではありません。 

・本製品は、国内での使用を前提に設計されております。海外で使用された場合、原則としてサポ

ート等は行いません。 

・本マニュアルについて無断で複写、引用、配布することはお断りいたします。 

・仕様及び本マニュアルは、予告無く変更する事があります。最新の資料およびソフトウェアは、弊

社ホームページよりダウンロードできます。 

 

８．サポート 
製品ならびに、本マニュアルの内容についてご不明な点がございましたら、お問い合わせください。 

有限会社 サンテック 

e-mail  mail@suntech-corp.jp 

URL   http://suntech-corp.jp/ 

 

本文に引用される商品名および製品名はすべてその個々の会社または個人に所有権および著作権があります。 

 

 ２００４／１１／１９ Ｒｅｖ．１．１ （初版） 
 ２００５／ １／２４ Ｒｅｖ．１．２ 
 ２００５／ ９／ ５ Ｒｅｖ．２．０ 
 ２００５／ ９／ ９ Ｒｅｖ．２．１ 
 ２００５／１１／２９ Ｒｅｖ．２．２ 
 ２００７／０６／０５ Ｒｅｖ．２．２1 
 ２０１１／０２／０８ Ｒｅｖ．２．２２ 
 ２０１１／０６／２８       Ｒｅｖ．２．２３ 
 

有限会社 サンテック 
〒３９９－０７１２ 長野県塩尻市塩尻町４３４ 
ｅ－ｍａｉｌ mail@suntech-corp.jp 

ＵＲＬ  http://suntech-corp.jp/ 

警告！
 


